
プラント向け工事・販売事業ニチアスグループのマテリアリティ

■ 2024年度の振り返り

■ 今後の取り組み

　2024年度はカーボンニュートラルに向けたエネルギー構造
の動きが我々の想定より鈍化した1年でした。このような環境の
なか、石油精製・石油化学分野では既存設備の安定操業や延命
化のためのメンテナンスが堅調に推移しました。また、原子力分
野では新規再稼働に向けた安全対策工事が旺盛な1年でした。
原子力発電所の新規再稼働については不透明感はありますが、
カーボンニュートラルの実現や今後増えていく電源を確保する
ために必要な存在であり、引き続き新規再稼働に向けたスペッ
クインや工事受注に向け活動してまいります。総括としまして
は、売上・利益ともに堅調に推移し、過去最高の業績を達成する
ことができました。

　石油化学、発電所などの幅広いプラント産業向けに、保温保冷・耐火・防音工事や各
種シール材・断熱材の製品を提供し、建設からメンテナンスまでお客さまと長期にわた
る信頼関係を構築し、高い評価を得ております。今後はカーボンニュートラル実現に
向けた次世代エネルギーインフラ案件への参画に向け、既存の事業を拡大するとと
もに新工法や製品開発を行い、幅広い産業を支えて社会貢献に務めてまいります。

今後の社会はカーボンニュートラルに向けたエネルギー構造変革が加速し、さまざまな変化が予想されます。2040年に向けてデータ
センターや半導体工場などの設備が増え、電源の需要が増加する見通しです。カーボンニュートラルを実現しながら増加していく電源の
需要をまかなうためには、再生エネルギーとともに原子力発電所の再稼働が必要となります。安全に再稼働させるためにはさまざまな安
全対策工事が必要となります。その一例として、火災防護対策工事では、発電所内で万が一火災が発生した場合に、設備や電線管が損傷し
ないように耐火材でラッピングします。耐震補強工
事では新たに配管を支える支持材が設置されるた
め、支持材周りに金属保温材を取り付ける必要があ
ります。今後は、再稼働に向けた安全対策工事の受注
に向けスペックイン活動を行うとともに、製品の供
給から工事施工までトータルサポートサービスで他
社との差別化を図り、お客さまと信頼関係を築いて
まいります。

基幹産業事業本部  本部長
鳥塚　幹夫

● 顧客への製品の供給から工事施工まで、独自のトータルサポートサービスの提供による他社との差別化
● カーボンニュートラルに向け、顧客との技術連携による次世代エネルギー、インフラ案件への参画
● 診断Lite立ち上げによる「Thermofi t®」拡販と、間口の拡大による省エネ需要の取り込み

セグメント
戦略

保温保冷工事 保温機能回復工法 ガスケット加工用移動式
サービスカー

主な製品・サービス

売上高（単位：億円） 営業利益（単位：億円）

590
652

785
735

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

62

84

125

106

2022/3 2023/3 2024/3 2025/3

耐火材として使用される
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　当社グループの「私たちの約束」は、行動規範であると同時に社会課題へのマテリアリティ（企業が優先して取り組む
べき重要課題）でもあります。「私たちの約束」を守るために思考、行動することで、社会課題の解決と当社グループの持
続的成長を両立させることが実現可能となります。
　下の図表では、当社グループのマテリアリティと関連するニチアス幸せ価値指数、当社と社会にとって特に重要な活
動、およびSDGs（持続可能な開発目標）との関連性について掲載しています。これらマテリアリティを達成し、持続可能
な社会への貢献を果たしてまいります。
■ 当社グループのマテリアリティ特定プロセス

■ 当社グループのマテリアリティと関連するニチアス幸せ価値指数
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化学物質規制への対応
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技術提携

新型コロナウイルス等感染症の被害防止

DXによる業務効率化

BCP対策による安定供給の確保

サプライチェーンとの連携強化

国内外グループ拠点の管理強化

ニチアスブランドの向上

水の効率的な利用

物流の最適化

省資源に向けた取り組み

生物多様性の取り組み

安全・衛生・健康の確保 ものづくりの安定・効率化
（生産拠点の効率的な配置、生産技術の向上）
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仲間とともに、
社会に役立つ価値を
提供します

当社グループのチームワークを活か
し、お客さまと社会の課題解決に向け

「断つ・保つ」®の技術で貢献

①ニチアス業績指数（NPI） ５つの重要課題
・ 収益性の向上（稼ぐ力を高める）　・ 事業の選択と集中
・ 効率的運営　・ 環境対応　・ 基盤強化

・ 業績向上
・ インフラストラクチャーなど経済発展に貢献
・ イノベーションによる製品やサービスの開発
・ ガバナンスの強化
・ 脱炭素や環境負荷低減など環境に貢献する製品・
　サービスの開発および拡販
・ 高炭素排出製品、製法からの転換
・ 化学物質規制への対応
・ ダイバーシティを考慮した人材確保
・ 効果的な人材育成
・ 働きがいのある会社の実現

②働く環境（実質的価値） 従業員満足度
・ ダイバーシティ　・ 人材

③働く環境（精神的価値） 従業員幸福度
・ 組織・上司・仲間との関係　・ 会社方針の理解度・共感性

④パートナーシップ ステークホルダー満足度
・ 株主（投資家）

社会の一員で
あることを自覚し、
責任ある行動を
取ります

社会との共生、環境配慮、
コンプライアンス順守の徹底

①ニチアス業績指数（NPI） ５つの重要課題
・ 環境対応 ・ 脱炭素や環境負荷低減など環境に貢献する製品・

　サービスの開発および拡販
・ 高炭素排出製品、製法からの転換
・ 化学物質規制への対応
・ ダイバーシティを考慮した人材確保
・ 効果的な人材育成
・ 働きがいのある会社の実現
・ コンプライアンスの徹底
・ 社会貢献活動の推進

②働く環境（実質的価値） 従業員満足度
・ ダイバーシティ　・ 人材　・ コンプライアンス

③働く環境（精神的価値） 従業員幸福度
・ コンプライアンス（法令順守・社会規範）

④パートナーシップ ステークホルダー満足度
・ 地域社会（自治体・学校）

「ありがとう」と
「笑顔」があふれる
信頼の輪を築きます

ステークホルダーへの感謝の気持ち
を常に忘れず、相手に笑顔を与え、良
好な信頼関係を構築

②働く環境（実質的価値） 従業員満足度
・ ワークライフマネジメント　・ 健康経営　・ 人材

・ 働きがいのある会社の実現
・ 効果的な人材育成

③働く環境（精神的価値） 従業員幸福度
・ 組織・上司・仲間との関係　・ 人事制度・待遇

④パートナーシップ ステークホルダー満足度
・ 従業員の家族　・ 取引先（仕入先）　・ 取引先（顧客）

スキルや知識を高め、
従業員と会社がともに成長します

「自分磨き」の意識を高め、従業員と会
社がサステナブルに成長

②働く環境（実質的価値） 従業員満足度
・ 人材 ・ 効果的な人材育成

・ 働きがいのある会社の実現③働く環境（精神的価値） 従業員幸福度
・ 仕事のやりがい（達成・成長・期待感）

当社グループのマテリアリティ（私たちの約束）
● 仲間とともに、社会に役立つ価値を提供します
● 社会の一員であることを自覚し、責任ある行動を取ります
● 「ありがとう」と「笑顔」があふれる信頼の輪を築きます
● スキルや知識を高め、従業員と会社がともに成長します
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